
教育目標 教育基本法及び学校教育法の精神に則り、心身ともに明るく健康で進取の精神に富み、勤労と責任を重んじ、実践を尊ぶ有為な社会人を育成する

持続可能な農業と社会を目指して 福島明成高等学校長 安田 修久 校是「科学する心」「自立する心」「勤勉な心」「不屈な心」「感謝する心」

本校は創立１２７年の歴史と伝統を誇り、広大で充実した教育環境のもと、農業教育の拠点校として、農業の重要性を理解し、興味関心を持って意欲
的に学び、農業の専門的な知識・技術を身に付けて、持続可能な農業の展開や地域社会の活性化に貢献できる産業人の育成を目指しています。

令和５年度 重点努力目標】 SDGｓ（持続可能な開発目標）の視点を取り入れた教育活動

１ 授業の充実・改善を目指し、確かな学力の向上に努める
（１） 授業の充実改善を目指すために！
① ＩＣＴの活用と「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れて授業の工夫改善に
努めることで、生徒の興味関心と学習意欲を高め、基礎学力の定着と向上を図る。

② 研究授業や授業参観等により、教科指導力の向上に努め、授業の質の改善を図る。
③ 研修を奨励し、教科研究会や研修報告会、公開授業のより一層の充実に努める。
④ 「観点別学習状況による評価」の研究を進め、適切に実施することで、生徒の学習改

善と教員の指導改善を図る。

（２） 生徒の学力向上を目指すために！
① ＩＣＴを活用して学習意欲の向上を図る。
② 朝の学習や朝読の充実に努める。
③ 課題テストの充実強化に努める。
④ 継続的な指導により、家庭学習の習慣化を図る。
⑤ 自学学習のための指導を図り、積極的に資格取得に取り組ませる。

２ 進路意識の啓発と高揚を目指し、生徒の進路実現に努める
（１） 進路意識の啓発と高揚を図るために！
① 進路講話やガイダンスなどを積極的に行い、進路意識の高揚を図る。
② 学校や会社の見学会を充実させ、早期の進路意識を啓発する。
③ 現場実習やインターンシップの実施や小中高連携事業によりキャリア教育の
充実を図り、望ましい職業観や勤労観を育む。

④ 進路指導室の有効活用や進路通信の充実により、生徒の意識を高める。
⑤ 保護者進路相談会の充実を図り、保護者の進路意識を啓発する。

（２） 進路決定率１００％を目指すために！
① 小論文指導や補習のための個別添削指導の実施により、学力を身に付けさせる。
② 全教職員での模擬面接指導により、自信を与えてチャレンジ精神を高める。
③ 企業への「就職動向調査」により、進路先の開拓と卒業生の早期離職の防止を図る。
④ 進路アドバイザーの有効活用により、企業開拓や面接指導の充実を図る。
⑤ ハローワークや行政機関等との連携強化に努める。

（３） 資格取得の積極的な推進を図るために！
① 各学科の目的に応じた資格取得の指導を充実させる。
② 一般常識としての漢字検定・数学検定・英語検定等の合格率を高める。
③ 難易度の高い資格取得に向けてのチャレンジ精神を高める。
④ 農業の基礎基本である日本農業技術検定の指導強化を図る。

３ 規範意識の確立を目指し、生徒の主体的な活動の支援に努める
（１） 基本的生活習慣を確立するために！
① 登下校時の声かけ指導と、爽やかあいさつ運動の展開を充実させる。
② ホームルーム活動の充実と、正しい制服・実習着の着用指導に努める。
③ いのちの教育講座や教育相談、食育教育、道徳教育の充実に努める。
④ 「見逃さない・見捨てない・追い詰めない」指導で生徒に接する。

（２） 生徒とのよりよい信頼関係を構築するために！
① 生徒と正面から向き合い、生徒の自主性と主体性を育てる指導を心がける。
② 面接旬間等の有効活用により、生徒に具体的な目標を与える指導を実践する。
③ 事例研究会や生徒指導連絡会等で、情報の共有と生徒理解に努める。
④ 中学校訪問や学年会等での情報交換により、生徒の指導に役立てる。
⑤ 生徒の長所に目を向け、生徒の個性の伸長を図り、豊かな心の育成を図る。
⑥ いじめの未然防止に努めると共に、早期発見、早期対応によりいじめの深刻化を
防止する。

（３） 生徒中央会の活性化を図るために！
① 生徒の主体的活動を促し、諸行事を成功させ、会員相互の親睦を深める。
② 部活動等の活動環境を整え、部活動や委員会活動の活性化に努める。
③ 農業クラブ活動の充実強化を図り、上位入賞が果たせるよう指導する。
④ ボランティア活動等への積極的な取り組みを推進する。

４ 学科の活性化を目指し、特色ある開かれた学校づくりに努める
（１） 特色ある専門高校を目指すために！
① 各学科の魅力化・特色化に取り組み、学科間の連携や六次化を推進します。
② ＪＡや商工会、行政、外部団体等、地域との連携事業により、一層の充実を期する。
③ 教職員の１人一研究を推進し、プロジェクト指導の充実強化に努める。
④ 食の安心・安全、風評被害の払拭、ブランド化に向け、ＧＡＰ（農業生産行程管理）
やＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）の推進に努める。

（２） 開かれた学校づくりを推進するために！
① 情報発信としてのインターネットの活用を一層推進する。
② 学校カレンダーをより充実させ、情報の発信に努める。
③ 農産物販売所やインターネット販売、及び学校開放講座の充実に努める。
④ 小・中学校や特別支援学校との交流学習や地域連携の充実に努める。

（３） 教育環境の整備・充実を図るために！
① 校舎内の美化と教室の整理整頓に努め、学習環境の整備に努める。
② 清掃指導は全教職員であたり、快適な環境を整える指導を徹底する。
③ 学校農場の更なる充実に努め、農業のセンター的な役割を果たすよう努力する。


